
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【事務局情報】 

小学学年別・体重別で優勝！ 

6 月 1 日（日）道立野幌総合運動公園

体育館で行われた全道学年別大会で

北見なかざわ塾の中澤完太選手（小

学５年生男子４５kg 超級）と網走練心

会の三石岳大選手（小学６年生男子５０

kg 級）が優勝し、8月 17 日に開かれる、第 11 回全国小学生学年別柔道大会への出場が決まりました。両選手

共に「優勝できて嬉しいです。全国大会では優勝をめざし、頑張りたいです。」と闘志を燃やしていました。また、

北見なかざわ塾の中澤伸一 6 段が北海道男子選手の代表監督に選ばれました。 

【武道館情報】NTT ドコモアンテナ工事が入りました。 

これまで、武道館内は鉄筋コンクリートの気密性により、携帯電話の

電波が届かずご迷惑をおかけしていましたが、先週の 6月 9日・11日・

12日・13日に右写真の１Fエレベーター裏を基点として、「１F武道の広

場」「弓道場通路」「道場１指導員室」「道場１・２側女子更衣室」「２Fエ

レベーターホール」「道場３指導員室」にアンテナが取り付けられ、来週

から本格的に電波状況が改善されることとなります。また、すでに

au(KDDI)のアンテナ工事が完了しているため、やっと電波が繋がらない武道館から脱却できそうです。 

連載 中国「老子」の思想  

五十九章 農夫のごとく 

一国の政治は、農夫を手本として行うべきである。 

農夫は、作物の自然を全うさせる。つまり、自然の理に従うのである。自然の理に従うことは、徳を内に深く体

することにほかならない。 

徳を深く体すれば、いっさいの不可能は消滅する。不可能が消滅すれば、無窮の境地に到達する。 

この無窮の境地に到達したものにしてはじめて、国家を保つことが可能になる。 

農夫のごとくあること、これが政治の原則である。この原則を守り通せば、国家は永遠に栄えるであろう。これ

こそが、確固として滅びぬ道なのだ。 

嗇
おしむ

にしくはなし  作物を育てるには、雑草を取り去って田畑をととのえる。育ちがよくない場合には、その原因を

除くようにつとめる。あとは作物の自然にまかせて焦らない。指導者はかくのごとくあるべしと説くのである。特に教育

者の味読すべき説であろう。 

原文：治人事天、莫若嗇。夫唯嗇、是謂早服。早服謂之重積徳。重積徳、則無不克。無不克、則莫知其極。莫知其

極、可以有國。有國之母、可以長久。是謂深根、固柢、長生、久視之道                   六十章に続く 
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